　競　技　注　意　事　項　
１　本大会は、２０１８年度、日本陸上競技連盟競技規則、並びに本大会申し合わせ事項により行う。
２　練習について
練習はサブグラウンドを使用すること。尚、競技会に支障のない限り、バックストレートを使用してもよい。但し、投擲の練習はできない。
３　スパイクシューズについて
スパイクの長さは９mm（走高跳、やり投げは１２mm）を超えてはならない。
４　ナンバーカード（ビブス）について
トラック競技に出場する者は、各自の腰ナンバー標識を右腰に付ける。但し、８００ｍの１０番以降及び１５００ｍ以上は腰ナンバー標識を、３０００ｍ以上は、競技者係からレーンナンバーカードを受け取り使用し、レース後は必ず係に返却すること。
　　一般競技者（高校1年生の一部）のナンバーカードは、主催者が準備する。返却不要　但し、腰ナンバー標識は、各自のものを使用することを原則とする。
５　招集について
（１）選手招集所はフィニッシュライン外側、東側用器具庫内に設ける。
（２）招集時間は、競技開始時刻を基準として下記による。
    トラック競技２０分前完了、フィールド競技４０分前完了、棒高跳６０分前完了する。
（３）リレーのオーダー用紙は、招集所にて配布する。招集完了時刻の６０分前までに１部(1枚)を

競技者係に提出すること。
　　　
６　走路順、競技順序、及び番組編成について
（１）競技日程に着順のない予選種目は、タイムにより決勝進出者を決める。
（２）中学男女・一般高校男子１００ｍは、１６人（２組）により決勝を行う。

（３）小学１００ｍ、中学男子１５００ｍ、一般高校男子５０００ｍ、３０００ｍＳＣはタイムレース決勝とする。
７　競技について
（１）トラック種目において、不正スタートをした競技者を失格とする。

（２）走高跳、棒高跳のバーの上げ方について （気象条件によっては変更もありうる）
	走高跳
	中学校女子
	(練習1m15) 1m20 1m25 1m30 1m35 1m40 1m45 1m50        
	以降 3cm上げ

	
	中学校男子
	(練習1m45) 1m50 1m55 1m60 1m65 1m70 1m75 1m80 1m85 1m90 
	

	
	高校一般女子
	(練習1m20) 1m25 1m30 1m35 1m40 1m45 1m50      
	

	
	高校一般男子
	(練習1m55) 1m60 1m65 1m70 1m75 1m80 1m85 1m90           
	

	棒高跳
	中学校男子
	(練習2m00) 2m10 2m20 2m30 2m40 2m50 2m60
	以降10cm上げ

	
	高校一般男子
	(練習3m70) 3m80 3m90 4m00 4m10 4m20 4m30  
	

	
	
	
	


※第１位決定のためのバーの上げ下げは、走高跳では２cm、棒高跳では５cmとする。

（３）走幅跳の計測ラインは、次の通りとするが気象条件によっては変更もあり得る。
中学校男子　計測ライン　４ｍ８０ｃｍ　　中学校女子　計測ライン　３ｍ９０ｃｍ
       高校一般男子　計測ライン　５ｍ５０ｃｍ　高校一般女子　計測ライン　４ｍ１０ｃｍ
８　競技用器具について
（１）投擲用器具は個人所有の物を検査し、借り上げた上使用できる

（２）棒高跳用のポールは、各人所有の物を検査の上使用できる。
（３）検査の場所は正面スタンド下、倉庫で行う。(１日目  8:30～9:30   ２日目　8:00～9:00)

９　表彰について
（１）８位までに入賞した競技者には賞状を授与する。（小学生は除く）
（２）今大会中の各種別の最優秀選手にはトロフィーを授与する。
10　５０００ｍＷは男子３０分、女子３５分で打ち切りとする。

11　その他
　　競技中の疾病・傷害等は、応急処置のみ主催者で行う。

　　救急病院　新潟県立中央病院

　　住　所　　上越市新南町２０５
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